
テツ式レンズ修理分解アカデミー 

　募集は２０１７年４月３０日（日）２３：５９まで！ 

１５００円のレンズが１１５００円で売れる！ 
利益７６％のカメラ転売ノウハウを学べば 
全く値段のつかないレンズも次々に落札！ 

“レンズ修理ノウハウ”をマスターすれば 
競合の無い青い世界で悠々と稼げるのです。 
一億総ネットビジネス時代に突入する前に 
「手に職」をつけて今年はそろそろ 

レンズ修理職人になって“社会貢献”しながら 
安定、安心できる将来を 
私と一緒に目指していきませんか？ 

　　　　　　　　　　　　テツ（松山 載千） 

　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　 



こんにちは、松山です 

１５００円のレンズが１１５００円で売れる！ 

と聞いたらどう思いますか？ 

そんなの無理だろうと普通は思うと思います。 

しかし、実際にそれができるんです。 

なぜかというと、 

「ジャンク品を修理技術によって価値を上げ、普通の相場で売る」 

ということをしているからなんです。 

修理なんて難しそう…。 

と、ほとんどの方は思うと思います。 

それもそうです。 

難しいと思うからこそ、参入障壁が高く、 

やりたいと思う人も少ないからなんです。 

でも普通に考えてみてください。 

誰でも簡単にできて、簡単に稼げる方法だったら、 

すぐに競合が増えて飽和してしまいます。 



はじめまして、松山と申します。 

申し遅れました。私はテツ（松山）と申します。 

ペンネームはテツで、本名は松山です。 

元々私はパソコン関連の販売をしていましたが、 

リーマンショックの影響でパソコンが売れにくくなり、 

収入が下がった時に何か副業を始めないといけないということで 

カメラ転売を始めました。 

その時に思ったのは、カメラは儲かる！ということです。 

もちろん、そのまま右から左へ流すだけでも儲かるのですが、 

さらに今回お伝えする「修理スキル」があると、 

一気に利益率を高められるのが特長です。 



実はレンズの修理・分解スキルというのは、 

まだ世の中にほとんど出回っておらず、 

かなり貴重な話になってくると思いますので、 

ぜひ身につけられてみる事をオススメします。 

これからは「手に職をつける」時代 

転売を始めとするネットビジネスで稼ぎたい！という人の数は 

私が２００６年頃からやり始めた頃とくらべても 

本当に多くなっています。 

今までは、普通に転売をやれば稼げた時代でした。 

多くの人が会社員をやっていた時代は、転売をやっているだけで 

“他の人とは違う”ポジションになれたからです。 

しかし、これからは 

“ただ転売をしている”というだけでは、それほど稼げません。 

ある程度は稼げても、それ以上いかない、 

ということが多くなってくると思います。 

そこで大切なのは、 

“手に職をつけていく”という概念です。 



手に職をつける、というのはすなわち、 

「他の人がすぐに身につけることができないようなスキルを身につけていく」 

ということでもあります。 

だから、「楽して稼ぐ」とかではないんですね。 

よくネットビジネス業界で言われてきたことは、 

・たった５分で◯◯万、、 

とか 

・楽して稼げる 

ですが、これはもはや“死語”に近くなっています。 

ようやくこの２０１７年になって、さすがに多くの人も、 

“楽して稼げるような仕事は存在しない” 

ということに気づきはじめているのではないでしょうか。 

まだ「楽して稼げる方法はあるかもしれない」と考えている方も 

いるかもしれませんが、それは半分正解であり、半分不正解です。 

自分がなるべく楽して稼ぐ方法を考えることも、 

ときには必要になってくるからです。 



ただ、これから自分自身が、 

「何かのスキルを身に着けて稼ぎたい…」 

と思っているのであれば別です。 

実際のところ、スキルというのはそんなにすぐに身につけられるものでもありませ

んし、先ほど言ったように、もし簡単だとすればすぐに飽和するからです。 

そこで、ある程度僕らも試行錯誤をしています。 

試行錯誤してノウハウを作り出し、それをテストするなどして、 

ノウハウとして完成させています。 

ですから、ある程度の時間、お金をかけてノウハウを編み出していますし、 

様々な手間をかけているものなのです。 

まあ、基本的にビジネスというのは、価値と価値の交換。 

自分に価値があるから、お金と交換できる。 

こんな簡単な話ではあるのですが、人間というのは勝手なもので、 

すぐに 

・楽して◯◯、 

とか 

・自分だけは大丈夫！ 



とか思って、また楽なノウハウを探してしまうのです。 

利益率８０％も可能なノウハウ 

通常のカメラ転売の利益率とは訳が違う 

このノウハウは、通常のカメラ転売の 

「利益率１５％前後」のノウハウとは違うということです。 

通常のカメラ転売ですと、だいたい 

３万円で仕入れて４万円で売る 

とか 

１０万円で仕入れて１２万円で売る 

など、たいていは利益は良くても２割ぐらい、 

ということが多いです。 

しかしこのノウハウを身につけると違います。 

１５００円、３０００円といった「ジャンク価格で売られている商品」 

を「修理して」１万円、２万円といった金額で売ることができるので 



時に利益率は８０％前後になることもあります。 

ですから、ぜひあなたにもこの 

「レンズ修理ノウハウ」をお勧めしたいと思い、 

このレターを書いています。 

“一生の技術”になることから、 

それなりに気合いを入れて来て欲しい 

とはいっても、このノウハウは当然ながら、 

そんなに一朝一夕で身につくものではありません。 

なんでもそうですが、 

・最初難しいものほど、長く稼ぎ続けられる傾向にある 

ということは、皆さん分かっていることでしょう。 

反対に最初が簡単なものほど、参入障壁が低いので 

多くの人が参入してきて、すぐ飽和してしまいます。 

そういった意味では、この技術はかなりの 

“一生モノ” 



になりうる技術であることから、職人技を身につけるぐらいの 

かなり気合いを入れて受講して欲しいんです。 

その気合いと根性があるかどうか？で、 

レンズ修理で稼ぐことができるかどうか？ 

の境目になってくると思うんです。 

今回は、6種類のレンズの修理の方法を 



“テキスト＋動画”であなたにお伝えします 

 

今回、私が作ったのは、６種類のレンズのテキスト＋動画です。 

この６種類のテキストと動画はいわば基本形になってくるもので、 

“修理・分解がしやすいレンズ” 



に的を絞ってお伝えしています。 

いくら修理、分解といっても、どんなレンズでも修理ができるか、 

というとそうそう甘くはありません。 

やはり構造が複雑なズームレンズや、接着剤で貼り付けられているタイプの 

レンズは難しいものがあります。 

そこで今回私が仕入れてきて、コレ！と思った６本のレンズについて 

解説させていただくことにしました。 

１、ニコン Ai 50mm F1.4 （テキスト＋動画） 

ニコンの標準レンズです。 

最もオーソドックスで扱いやすいレンズなので、 

まず学んでもらいたいレンズになります。 

ニコンはマニュアルレンズでも需要が高く、 

仕入れやすい、売りやすいレンズが多いので 

まずこの基本形を覚えてしまいましょう。 

2、コンタックス プラナー 50mm F1.4（テキスト＋動画） 

コンタックスのプラナー50mm F1.4になります 

こちらはコンタックスの標準レンズになりますが、 

定番なので、良く見かけるレンズになります 



このレンズ、標準レンズと言うわりには 

実はコツのいるレンズですが、そのコツについて 

かなり具体的なポイントを記載してみました。 

3、ニコン Ai-S マイクロニッコール 55mm F2.8（テキスト＋動画） 

こちらはニコンのマクロレンズになります。 

55ミリの2.8は今でも人気のマクロレンズです。 

わりと玉数も多いので、覚えておいて損はないレンズです。 

4、ニコン Ai 85mm F2（テキスト＋動画） 

こちらはニコンのマニュアルレンズです。 

85ミリというレンズは、“ポートレートレンズ”と呼ばれ、 

人物撮影のカメラマンに人気のレンズになります。 

その中でもマニュアルタイプのF2は人気で、 

手頃な価格と、高画質な撮影ができるため 

今でもそれなりに値段が付いているレンズになります。 

Aiタイプ、Ai-Sタイプなど、多くのタイプのあるのが 

ニコンのマニュアルレンズの特長ですが、 

こちらはAiタイプのレンズを収録しています。 

なおAi-Sタイプでもそこまで構造は変わりません。 



5、ニコン Ai 135mm F2.8（テキスト＋動画） 

こちらもニコンのAiタイプの135ミリF2.8になります 

中望遠レンズと呼ばれるタイプの中でも、望遠側のレンズで、 

コアなファンも多いレンズになります 

このレンズ、簡単かと思いきや意外と手こずったので、 

後のほうに持ってきました。 

6、ミノルタ AF 50mm F1.4（テキスト＋動画） 

これは今のソニーのレンズの一世代前のミノルタというメーカーの 

レンズですね。 

こちらはオートフォーカスタイプです。 

むかしミノルタだったものがコニカミノルタと合併し、 

今のソニーになりました。 

Newタイプというバージョンもありますが、 

こちらのレンズは旧タイプの１型になります 

オートフォーカスのレンズであっても 

このように修理・分解できるものがありますので 

ぜひ挑戦してみてください。 

いかがでしたか。 



これ以外にも細かく分けるとタイプは色々ありますが、 

この基本形を覚えておくと、他のレンズにも対応していけます。 

※テキストや動画はいきなり全部送ると混乱の原因になりますので 

３ヶ月かけて順番にお送りしていきます。 

修理に必要なメンテナンス道具の解説 

修理に必要な道具に関しては、テキストにて解説しています。 

このテキストを軸に、用意する商品を準備すると良いです。 

まずはこの道具一式を用意しておけば、 

レンズの修理・分解は一通りできる、という用具を解説します。 

また、動画で作業前の注意点についても解説します。 

 

修理、分解しやすいレンズのポイント 



１、単焦点レンズであるか？ 

残念ながらズームレンズはそれなりに修理、分解をしている人間でも 

開けるのは難しいです。 

構造が複雑で、元に戻せなくなる可能性が高いからです。 

50ミリ、85ミリといった、単焦点レンズであることが 

１つめのポイントになります。 

２、マニュアルレンズであるか？（※例外あり） 

※一部、オートフォカスでも開けられるレンズはありますが、 

かなり限定的になってくることが多いです。 

ただ、今回収録しているミノルタ50ミリはオートフォーカスレンズですし、 

今後もオートフォーカスレンズであっても、 

修理・分解できるレンズを増やしていこうと思っています。 

３、ネジで開けることができるか？ 

最近のレンズですと、ネジではなく接着剤で貼り付けてあるタイプの 

レンズもあります。 

こういったレンズはネジで開けることができないので 

やはり難しくなります。 

レンズを全面、背面から見てみて、ネジがあるか？を見てみて、 

ネジで開けられそうなタイプであれば挑戦してもいいでしょう。 

なので、ジャンク品であれば、 



・単焦点レンズであるか？ 

・マニュアルレンズであるか？ 

・ネジで開けることができるか？ 

ジャンク品を仕入れる時には、この３つのポイントを確認することで、 

スムーズに仕入れることができるようになります。 

レンズ修理、分解ノウハウを手にいれた後の 

あなたの理想的未来 

レンズ修理、分解ノウハウを手に入れることで 

あなたの人生はどのように変化するでしょうか？ 

このノウハウは楽して簡単に、というわけではないので、 

スキルを習得するために、ある程度の時間は必要だと思います。 

しかし、それでも私ぐらいのスキルを手に入れて、 

今回紹介したような簡単な構造のレンズ修理であれば、 

私のサポートを受けながら取り組んでいただければ、 

とりあえず３ヶ月あれば十分だと思います。 

まずは私が作成したこのテキスト、動画を見ていただいて、 

全体の流れをつかんだ後に、 



修理用具を揃え、実際にジャンク品を仕入れてきて、 

修理を試してみて頂ければと思います。 

修理スキルのマネタイズ法 

（どうやってお金にする？） 

この修理スキルを実践して、どのようにお金にしていくのか？ 

は、あなたも気になる部分かと思います。 

一番簡単なのは、カメラ屋さんのジャンクコーナーです。 

カメラ屋さんに行ったことのある方はご存知かと思いますが、 

通常のカメラ、レンズの棚ではなく、 

片隅のほうに「ジャンクコーナー」という場所が 

けっこうあります。 

ここに狙いをつけ、１５００円や３０００円といった価格で 

安くレンズを仕入れることができます。 

この中から修理できそうなレンズを探して、 

それをこの修理ノウハウを使って価値を上げ、 

１万円以上という価格で売っていくのは１つの方法です。 

近くにカメラ屋さんが無い方は、 

ヤフオクやメルカリ、カメラ屋さんのネットショップ 



を教えますので、 

その仕入れ先から「Cランク」以下の程度の悪いレンズを 

あえて探していきます。 

ネットであれば、商品指定で探せますので、 

このレンズを仕入れたい！ 

という場合にはすぐに探すことができるわけです。 

このレンズ修理ノウハウの価格 

最後にお伝えしたいのは、 

このレンズ修理・分解ノウハウの価格です。 

私自身、このレンズ修理・分解ノウハウは 

元々、私が通っていたカメラ屋さんから教わって 

それを軸に試行錯誤を重ねたものですが、 

その途中には、難関がとても多くありました。 

仕入れたレンズの修理がうまくいかず、 

途中でダメになってしまったこともあります。 

そのように、レンズ修理・分解ノウハウというのは、 

一応のセオリーがあったとしても最終的には自己責任ですし、 

必ず治るというのは、誰にもわからないものなのです。 

それがレンズ修理・分解ノウハウの難しさでもありますし、 

試行錯誤の連続であるということなのです。 



ただ、その壁を超えてレンズ修理・分解ノウハウを 

身につけることができて 

カビあり、曇りありのレンズをピカピカにすることができれば、 

カビあり、曇りありのレンズを、わざと綺麗と書いて売ったり 

ごまかして売ることをしたりしなくても済みますし、 

何よりお客さんに本当に喜んでいただくことができます。 

これが一番のレンズ修理・分解ノウハウの醍醐味かなと 

私は思います。 

まあそれだけ、レンズ修理・分解ノウハウというのは奥が深いですし、 

今後もどんどん進化していくものだと考えていますが、 

ひとまず私が今お伝えできるだけのスキルを詰め込みましたので、 

これをまずは実行していただければと思います。 

今回、このテキストと動画という詳細にレンズ修理・分解ノウハウを 

お伝えしておりますので、 

この教材を見て私のオンラインサポートを受けながらやって頂ければ 

必ず、あなたの結果につながっていくものだと思っております。 

通常、これほどの高い技術力を継承するとなると、 

３０万円ほどはいただかないといけないだろうと思います。 

だって、考えてみてください。 

このレンズ修理・分解ノウハウを身につけるということは、 

人生が大きく変わっていくほどのポテンシャルが存在するからです。 



ただし３０万円では、あなたが参加するかどうかを悩んでしまい、 

レンズ修理・分解ノウハウを身に着けられない可能性があったとすれば、 

私はとても寂しい気持ちになります。 

そこで、私のレンズ修理・分解ノウハウをどうしても身につけてほしい、 

ということで今回、３ヶ月のオンラインサポートをセットにして 

半額以下の、 

１２８０００円（税込） 

という価格でお譲りすることに決めました。 

単にテキストと動画を見ていただくだけでは、まずレンズ修理・分解ノウハウを実

践するのは難しそうなものであることから、 

３ヶ月のオンラインサポート（講師からのサポート） 

をセットにしています。 

この３ヶ月のオンラインサポートを使っていただくことで、 

私とチャットをしながら、色々と質問をしてもらいながら 

解決していただくことができます。 

テキストや動画はもちろんですが、 

こちらの方が重要になってくることかもしれません。 

実際にわたしと“実践”をしながらやっていただくことで 



より理解が深まりますし、 

一生モノと言えるレンズ修理・分解スキルを身につけることが 

できるようになります。 

ぜひあなたも、このレンズ修理・分解スキルを身に着けて 

カメラ転売をよりバリエーションのあるものにし 

“利益率８０％の世界”を体験してみてください。 

きっと、あなたの人生がよくなり、お客様の笑顔を見ることが 

できるようになってくると思います。 

※オンラインサポートについては、チャットワーク（オンラインチャットをしなが

ら相談できるもの）を考えていますが、媒体は変更の場合もあります。 

レンズ修理のコミュニティも作成！（会員同士の情報交換） 

また、私だけでなく参加者さん同士でも情報交換して、 

スムーズにレンズ修理・分解ノウハウを身に着けていただくために、 

今流行りのLINEグループを作成してみたいと思います。 

こういったノウハウを吸収するのに一番大切なことは 

一人で孤独でやるのではなく、私や仲間とも情報交換しながら 

このようなグループがあることで、私に聞くだけでなく、 

会員さん同士の交流もやってもらうことで、 



より一層みんなが進化していくことができるからです。 

ぜひあなたもこの輪の中に入って、 

レンズ修理・分解ノウハウに挑戦していきましょう！ 

※グループを作る媒体は、LINE以外の媒体に変更される場合があります 

そして３つの特典があります！ 

１、レンズ修理実践会　１回参加無料権利 

私のレンズ修理・分解ノウハウがテキスト＋動画で理解できなかったとしても 

極めの一手として、私が実際にリアルであなたに修理、分解ノウハウを教える 

“修理実践会”参加権利を１回無料でお付け致します。 

これによって、オンライン上だけではわからなかったような悩みが解決できたり、 

実際に修理・分解ノウハウを現役で実践している私に直接質問することができます。

よりノウハウがクリアーになっていきますし、その場で実践することによって 

その場で分解・修理ノウハウを覚えて、やれるようになっていただきます。 

通常、修理の実践会を開催するとしたら、最低でも５万円ぐらいはいただかないと

いけないものですので、この特典はかなりメリットの大きなものになります。 

※修理実践会の場所は東京、名古屋、大阪のいずれかの場所で考えています。受講

生さんがなるべく行きやすい場所で設定します。 



２、レンズ修理懇親会　参加権利 

レンズ修理実践会を開催した日には、その後“レンズ修理懇親会”を開催して、 

皆さんと一緒にお酒を飲みながら、楽しく情報交換できるようにしてみます。 

これはやはり、実際に行動できるようになるときというのは、 

お酒を飲みながらリアルで会って情報交換し、モチベーションが上がった時なので

す。実際に行動してもらうためにも、この懇親会を開催したいと思います！ 

３、まだ出していない修理テキストや動画 

実は、まだメインのラインナップに出していないテキストや動画があります。 

例えば、キヤノンのEF50ミリF1.4とか。かなりの有名レンズですよね。 

こういうのは、テツが今も現在進行系でノウハウを生み出しているので、 



（新しいレンズを修理するなど） 

実はまだまだ修理できるレンズがあるのです。 

これらのノウハウをいち早く、アカデミーに入ってくれた人にシェアしていきたい

と考えています。 

NEW!【２０１７年４月２７日までに申し込み＆決済の方限定】 

大大特典！　以前喜多が販売していた補修＆修理教材 

２０１７年４月２７日（木）２３：５９までに申し込み＆決済いた

だいた方に差し上げます。 

以前私が販売していた、補修＆修理教材（以前セットで４万円ぐらいで売っていた）

を特別に差し上げます！修理だけでなく補修（塗装剥れの補正）なども学べ、修理

動画も喜多バージョンがあります。これ単体でもかなりの価値がありますので、ぜ

ひ両方のノウハウを手に入れちゃって下さい！！ 

大大特典の配布は終了しました。 

推薦者の声（太鼓判を押します！） 



ドラマティックフォト代表　喜多 良助 

２００６年よりカメラ転売を始め、１１年間カメラ転売を続ける。 

２０１１年よりカメラ転売のノウハウをオンライン、オフライン問わず 

伝え続け、教材５００人、仕入れツアーに１９０人以上が参加する。 

松山さんは、２０１２年に名古屋で開催していた仕入れツアーに 

参加してくれたのがキッカケです。 

最初はカメラに関して全くわからなかった状態でしたが、リアル仕入れや 

ネット仕入れをされる中で、カメラ屋さんに通い、その中で様々なノウハウを 

身につけられて５年間実践を続けられました。 

数ヶ月でカメラ転売を諦めてしまう人もいる中、諦めずに続けていると 

このように講師レベルになれてしまうところが凄いところですね。 

そして修理・分解ノウハウは、元はカメラ屋さんから教えていただいたものですが、

それをしっかりと応用しているところも必見です。 

テキストや動画がわかりやすく、これほどわかりやすくまとめているのは 

見たことがないと思いました。 



これを実践すれば、１５００円や２０００円などでたたき売りされているレンズで

も、８０００円や１万円、１万５０００円などという「相場」で売れていくので、

ぜひこのスキルを身につけておく事をオススメします。 

アカデミー０期募集期間 

２０１７年４月３０日（日）２３：５９まで 

アカデミー０期開催期間 

２０１７年５月１日（月）～７月３１日（月）までの３ヶ月間 

テツ式レンズ修理分解アカデミーに申し込む 

追伸 

私が名古屋という場所でこれだけ長くやってこれたのも、 

この修理・分解スキルを独自に研究し、利益率を高められる方法を 

展開してきたからです。 

普通に右から左へ流すだけでは、今後は厳しくなってくる可能性もあります。 

そうなった時に、このスキルがあると非常に心強いと思います。 

自力で価値を上げられるわけですから、怖いものなしです。 

美容師や歯医者さんなどが継続してそれなりに稼ぎ続けられるのは、 

自分の手ひとつで稼げるスキルを身につけているからですね。 

https://1lejend.com/stepmail/kd.php?no=HSgmvrs


スキルがあれば、他人がやろうとしてもすぐには身につきませんから、 

必ずギャップというものが生まれるからです。 

ビジネスはギャップから生まれるものなので、非常に本質的なノウハウです。 

ぜひあなたも実践してみて下さいね。 

特定商取引法に基づく表示

http://dramaticphoto.info/tetsusyuribunkai-tokutei.pdf

